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琵琶湖一淀川水系は、農村地帯の広がる上流の琵琶湖流域と都市域の広がる下流の淀川｜下
流域からなるが、かなり性格が異なる。私たちは、階層性に着目する視点に立って、まず
琵琶湖流域で、農業濁水問題を事例としてプロジェクトを展開し、問題の全体構造を解明
する環境診断の方法論とともに、順応的管理や階層間のコミュニケーションを促進する方
法について、研究を進めてきた。本発表では、琵琶湖流域での研究活動の上にたって、淀
川下流域の主要な問題構造を抽出し、階層性の視点から、琵琶湖流域で展開した方法論
が、今後どのように展開できるかを議論するのが目的である。
本プロジェクトでは、宇治 ・桂 ・木津三川～淀川河口に沿った水質調査と現地視察をお
こなうとともに、淀川下流域班を立ち上げ、下水処理場視察、淀川河口～大阪湾の生態系
への影響を検討するワークショップ、既存公開資料の解析などの活動をもとに、淀川下流
域での主要な水環境問題の課題を整理してきた。上流の琵琶湖流域 ・三J1 Iからの負荷が、
淀川本川の都市域の生活排水による負荷とともに、地域の河川や水環境、淀川河口域～大
阪湾奥部の海洋生態系へ与える影響が見逃せない。
淀川下流域では、都市域の人口集中 ・産業開発が、下水処理に代表される技術的対策を
進行させ、複雑な上下水道網の発達、淀川河口域～大阪湾沿岸の埋め立て ・人工海岸化を
進めてきた。その結果として、都市住民の水系との関係が疎遠となり、負荷排出レベルで
の負荷削減を難しくしてきた。それに加えて、淀川下流域だけでは制御が困難な、上流か
らの負荷が加わっている。淀川下流域の問題構造とは、これらの要因連闘が、下水処理に
代表される技術的対策を、現在でも主要な水質対策と位置づけることを強化し、そのこと
がまた、人と水環境との距離を疎遠にする、不可視なシステムの発展を促す悪循環を形成
していることにある。
階層化された流域管理の視点からは、負荷発生レベルで、の環境配慮行動の促進には、ま
ず、行動とその結果のモニタリングをフィードバックする、 ）｜慎応的管理の仕組みが必要で
ある。そのためには、淀川河口域～大阪湾を淀川水系全体のマクロなエンドポイントとし
て明確に位置づけ、淀川下流域の負荷がその生態系へ与える影響を評価する。次に、琵琶
湖流域でのメゾ ・ミクロスケーノレに相当する、より身近な空間スケールで、も、関係者に問
題の現状をフィード、パックし、議論するための共通基盤が必要となる。私たちは、その一
例として、現行の下水処理技術による負荷処理を前提に、まずは、下水処理単位や行政区
画スケールなどの、水や物質の流れが明確な空間単位を基準にとり、水系に沿った取水・
排水の単位ごとに負荷の物質循環を評価できるデータベースを試作した。
このようなメゾ ・ミクロスケールでの水系の負荷データベースと、マクロな流入負荷と
淀川河口域～大阪湾の生態系へ与える影響の評価が結びつけば、上流からの負荷流入の直
接効果 ・間接効果、自然浄化、下水道の効果などを評価することで、階層間で議論をおこ
なうための共通基盤となることが期待できる。
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